か』 影 は 少し 頭 を 動かして、 承諾した らしい 様子 をし 

た。 そこで 和尚 は 起ち 上り、 一 番 上の 抽斗 を 開けて み 

た。 が、 それ は 空であった。 つづいて 和尚 は、 第二、 

* つし ろ 

第三、 第 四の 抽斗 を 開けた —— 抽斗の 背後 や 下 を 気 を 

つけて 探した —— 箱の 内部 を 気をつけて 調べて みた。 

が 何もない。 しかしお 園の 姿 は 前と 同じように、 気に 

かかる と 云った ように じっと見 つめていた。 『どうし 

て もらいた いと 云う のか しら？』 と 和尚 は 考えた。 が 

突然こう いう 事に 気がついた。 抽斗の 中 を 張って ある 

紙の 下に 何 か 隠して あるの かもしれ ない。 と、 そこで 

一 番目の 抽斗の 貼り紙 を はがした が —— 何もない！ 



底本 " 「小 泉 八 雲 全集 第八卷 家庭 版」 第 一 書房 

1937 (昭和に) 年 ー 月^日 発行 

※ 「旧字、 旧 仮名で 書かれた 作品 を、 現代 表記に あら 

ためる 際の 作業 指針」 に基づいて、 底本の 表記 を あら 

ためました。 

その 際、 以下の 置き換え をお こない ました。 

「恰も 丄 あたかも 何時 ふいつ 於け るふお ける か 

も 知れない ふか もしれ ない 極く ふごく 此 ふこの 

然るに— しかるに 随分— ずいぶん 則ち— すなわち 

其処— そこ 其— その 度い— たい 多分— たぶん 

て 戴く ふていた だく て 居る ふている て 置く 丄 てお 



く て 居る ふて おる て 見る ふて 見る て曹 (う ふても 

らう 処丄 ところ に 居る ふに いる 殆 とん ど丄 ほと 

んど 又 ふまた」 
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